
  書式第12号　（法第28条関係）

1. 事業の成果

２．事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に関する事業

事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者
参加人数

支出金額
(千円)

患者さん・家族・医療者のための
｢がんの治療と暮らしフェア｣開催

2021/9/4,11,18,25 全国（オンライン） 15人
患者さんを含む一般
市民、医療従事など

延べ約1200人
3,823

治療と仕事の両立支援スキルアップセ
ミナー（日本産業カウンセラー
協会東京支部との共催）

2021/8/14､22、
6/25、11/14

全国（オンライン） 5人
企業の人事・労務担当
者、産業カウンセラー

など70人
78

学会・企業との協働共催セミナー 2021年2月24日
神奈川県横浜市、全国

（オンライン）
4人

サステナブル･ブランド
国際会議2021特別企画/
がんとの共生セッショ
ンに参加した約100名

22

ＨＰ・ソーシャルメディア等による
情報提供

通年 事務局 1人
一般市民

不特定多数 413

図書館司書への啓発 2021/6/25 全国（オンライン） 3人 50 1

｢キレイの力｣プロジェクト
看護学生啓発･患者さんへのウィッグ
贈呈とPRによる社会啓発活動

通年
看護大学･専門学校、

医療機関
1人 各所調整中で未実施 0

｢がんと働く｣リワークノート 通年 事務局 1人
患者さん､医療従事者、

産業保健関係者、
一般市民、不特定多数

5

｢がんの治療と暮らしのサポート
実践ガイド｣販売

通年 全国 1人
患者さん・家族、

医療従事者、
一般市民、不特定多数

12

その他の書籍・朗読ＣＤ・グッズの
販売

通年 全国 1人
患者さん・家族、

医療従事者、
一般市民、不特定多数

39

企業資材制作協力 通年 全国 6人
患者さん・家族、

医療従事者、一般市
民、不特定多数

300

(5) がん患者とその家族・ 心のケアプロジェクト 2019年7月11日～8 新宿区 3人 患者さん・家族、医療

リボンズハウス設置支援
・ネットワーク会議開催

通年
リボンズハウスを中心
に全国（オンライン）

2人
患者さん、患者さん支
援者、医療従事者ほか

40名
11

「サンクスナース」プロジェクト 通年 東京都新宿区、全国 2人
医療従事者、一般市民

など、不特定多数 884

「身体を動かす」プロジェクト
看護師向けヨガ企画

2021/5/19、6/16、
7/21

全国（オンライン） 1人 看護師20人 66

啓発&支援ツールの制作・発信企画 2021年1-3月 全国 2人
医療従事者、一般市民

など、不特定多数 1,122

6,776

(3)
がん等に関する情報の

収集提供事業

(4)
がん等に関する資料や
書籍・ケア商品等の
企画制作販売事業

(6)
がん患者とその家族・

友人等の交流・
情報交換・支援事業

(1)
セミナー・

シンポジウムの
企画開催事業

2021年度　　事　業　報　告　書

自2021年1月1日　至2021年12月31日

特定非営利活動法人　キャンサーリボンズ

事業名

2021年度も2020年度に続き、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け､リアルな場での活動が制限されました。NPO設立
と同時にスタートした、看護学生から寄付された髪を使った医療用ウィッグを治療中の女性に贈る「キレイの力」プロジェ
クトも例外ではありませんが、これを次の展開への契機としたいと考えています。一方、コロナ禍に対応し、初めての試み
として ｢がんの治療と暮らしフェア｣をオンラインで開催いたしました。NPOやリボンズハウスの有志で作った実行委員会に
よる地域を越えた協働や、９月の毎週土曜日４回に渡り「こころ」のケアを始め計20ものセッションを実施できたことは、
がん治療と生活をつなぐ取り組みのひとつの集大成であり、大きな財産となりました。昨年度に着手した「アートとケア・
いのちの対話」プロジェクトや、「サンクスナース」プロジェクト、当事者支援ツールの開発なども、各々､新しい企画や
準備を進めてまいりました。2022年度も見通しを立てることが難しい状況ではありますが、時代に合ったコンセプトや方法
で、キャンサーリボンズらしい活動を継続する所存です。


